
第48回 日本先進医療医師会　認定再生医療等委員会

日時 2020年7月20日 16：10～16：55
場所 日本先進医療医師会　会議室（東京都港区港南２－３－１）

委員長 高田　章好 男 ② 有 出
副委員長 佐藤　明男 男 ① 無 出
委員 林　俊孝 男 ③ 無 出
委員 大友　香里 女 ② 無 出
委員 玉置　泰裕 男 ② 無 欠
委員 斎藤　全一郎 男 ④ 無 出
委員 渡部　みゆき 女 ④ 無 欠
委員 西條　明日香 女 ④ 無 出
 構成要件：

①再生医療等について十分な科学的知見及び医療上の識見を有する者

②臨床医（現に診療に従事している医師）

③法律に関する専門家・人権・医療に係る業務経験者

④①～③以外の一般の立場の者

1. 審議事項

【結論】

【結論】

議　事　録

【新規】   申請者 大森整形外科

再生医療等の名称 整形外科領域におけるPRPを用いた治療

事務局受領日・事前審査日 2020/6/10

事務局受領日・事前審査日 2020/6/15

再生医療等の名称 PRPを用いた皮膚組織欠損治療

技術専門員 二見　洋

備考性別出席委員
当会との利

害関係
構成要件 出欠

【新規】   申請者 医療法人聖美会JOEクリニック銀座院

技術専門員 二見　洋

【新規】   申請者 MIYAフェイスクリニック

議決不参加 なし

【議論の概要】高田委員長：はじめに1番。医療法人聖美会JOEクリニック銀座院のPRP皮下組織欠
損治療の新規です。二見先生の評価書があります。事前チェック、やりとりはしました。いずれの
委員からも異見はなく、一同異議なし。全会一致で適切とした。

適切

再生医療等の名称 PRPを用いた皮膚の再生を目的とした再生医療

事務局受領日・事前審査日 2020/6/10

はじめに高田委員長より、厚生労働省令第110号、140号および当会審査業務規程第17条に充足して
おり、本委員会は成立要件を満たしていることの確認と報告があった。

議決不参加 なし

【議論の概要】高田委員長：次、MIYAフェイスクリニックのPRP皮膚、新規です。二見先生の評価
書があります。事前チェック、実務的にやりとりはしました。ご意見願います。いずれの委員から
も異見はなく、一同異議なし、全会一致で適切とした。

適切



【結論】

【結論】

【結論】

【結論】

【結論】

【結論】

2020/6/15事務局受領日・事前審査日

【定期報告】　　申請者 渡辺病院

【定期報告】   申請者 横浜すずきクリニック

議決不参加 なし

適切

PRP(多血小板血漿Platelet Rich Plasma)を用いた皮膚の再生を目的
とした再生医療

事務局受領日・事前審査日 2020/6/15

【変更】   申請者 いちはら病院

技術専門員 谷口　真史

アネシス美容クリニック【定期報告】　　申請者

再生医療等の名称

事務局受領日・事前審査日 2020/6/20

議決不参加 なし

【議論の概要】委員長：アネシス美容クリニックのPRP皮膚治療の定期報告です。科学的妥当性評
価に関してはもう少しきめ細かく報告して欲しいと意見した。その他いずれの委員からも特に異論
はなく、全会一致で当該提供報告を妥当と認め、適切と決した。

適切

議決不参加 なし

【議論の概要】高田委員長：こちらは白田先生のPRP整形治療です。谷口先生の評価書がありま
す。事前チェック、事務局で何度かやりとりしました。いずれの委員からも異見はなく、全会一致
で適切と決した。

適切

適切

再生医療等の名称 自家多血小板血漿を用いた皮膚再生

再生医療等の名称
多血小板血漿（PRP）の投与によるスポーツ外傷を含む筋、腱、靭帯
損傷治療

議決不参加 なし

【議論の概要】高田委員長：いちはら病院のPRPキットの変更です。事前チェックはしました。い
ずれの委員からも異見はなく、全会一致で適切とした。

事務局受領日・事前審査日 2020/6/14

【定期報告】   申請者 加藤クリニック麻布

適切

【変更】   申請者 京都下鴨病院

再生医療等の名称
多血小板血漿（PRP）の投与によるスポーツ外傷を含む筋、腱、靱帯
損傷治療

議決不参加 なし

【議論の概要】高田委員長：京都下鴨病院の提供医師の変更です。履歴書をご覧下さい。いずれの
委員からも特に異見はなかった。一同異議なし、全会一致で適切とした。

議決不参加 なし

【議論の概要】高田委員長：横浜すずきクリニックの定期報告です。フォローがなされている。そ
の他特に異見はなく、一同異議なし、全会一致で適切とした。

適切

【議論の概要】高田委員長：加藤クリニック麻布の定期報告です。アフターフォローはできている
ようですね。とくに問題がなければいかがですか。一同異議なし、全会一致で適切とした。

再生医療等の名称 自家多血小板血漿(Platelet-rich plasma:PRP)を用いた皮膚再生

事務局受領日・事前審査日 2020/6/15



【結論】

【結論】

【結論】

議決不参加 なし

【議論の概要】委員長：渡辺病院の多血小板血漿(PRP)皮膚の定期報告です。期間中提供はなかっ
たが、当該提供計画を継続することは問題ないと意見があり、その他特に異論はなく、全会一致で
当該報告を妥当と認め、適切と決した。

議決不参加 なし

【議論の概要】委員長：渡辺病院の多血小板血漿(PRP)育毛の定期報告です。期間中提供実績はな
かったが、引き続き提供することは妥当と意見があった。他に委員から特に異論はなく、全会一致
で当該提供報告を妥当と認め、適切と決した。

適切

適切

【定期報告】　　申請者 渡辺病院
再生医療等の名称 PRP(多血小板血漿)を用いた育毛を目的とした再生医療

事務局受領日・事前審査日 2020/6/20

多血小板血漿(PRP)の投与による皮膚再生を目的とした再生医療
事務局受領日・事前審査日 2020/6/20

【定期報告】　　申請者 東京イセアクリニック銀座院
再生医療等の名称

適切

【議論の概要】委員長：東京イセアクリニック銀座院のPRP皮膚の定期報告です。症例数は少ない
ですが、フォローはできていると意見あり。その他いずれの委員からも特に異論はなく、全会一致
で当該提供報告を妥当と認め、適切と決した。

議決不参加 なし

再生医療等の名称
PRP(多血小板血漿Platelet Rich Plasma)を用いた皮膚の再生を目的
とした再生医療

事務局受領日・事前審査日 2020/6/20


